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京都市立新林小学校 



令和５年度 学校の基本構想 

 

 

 

 

 

子どもの自己肯定感を高めることで、主体的に行動できるようになることを目指す。 

※自校の課題・・・自己肯定感が低く、主体的に行動できない。（自己決定できない）

【令和元年からの４年間の取組により、課題は改善された。自己決定の場を増やす。】 

○自己肯定感が高まることで『主体的に学ぶ力、律する力』が高まると考える。 

【律する力が高まり、問題行動の減少につながっている。考えを行動に移せる子に。】 

・令和５年度 京都市が学校教育において重視する視点 

     『自ら学ぶ力』と『自ら律する力』を教育活動の中で高める。 

『自ら学ぶ力』 学ぶことに興味や関心をもち、進路や将来の生き方と関連付けなが

ら目標実現への見通しをもって粘り強く取り組むとともに、自己の

学習活動を振り返り、自らの学びをよりよい方向で調整し、他者と

も協働できる力 

『自ら律する力』地域・社会との関わりの中で、他者への思いやりや寛容、人と人と

の絆の大切さを実感し他者と協調しつつ、自らの生活や人生、地

域・社会をよりよくするため、時と場合に応じた正しい判断と行動

ができる力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪学校教育目標≫ 

「自分の良さを生かし、夢に向かって、挑戦し続ける子どもの育成」 

～ひとりひとりが 力を合わせ 

             明るく たくましく 伸びていく 新林の子～ 

〈目指す子ども像〉 

自分の良さを生かし、夢に向かって、挑戦し続ける子 

○あきらめずに粘り強く挑戦できる子 

○自分で考えたことを進んでしようとする子 

≪心やさしい子≫ 

○進んであいさつができる子 

○しっかり聞き、しっかり話せる子 

○約束・時間を守る子 

○自分も人も物も大切にできる子 

〈目指す教職員像〉 

子どもへの愛情と職務に対する誇りと責任をもった

教職員 

○子どもの命を守りきる意識をもった教職員 

○社会人・教育公務員としての自覚と責任をもって 

 考え行動できる教職員 

○絶えず専門職としての力量を向上させるために 

 自己研鑽する教職員 

〈目指す学校像〉 

より良い社会につながる学校 

○子どもも保護者も地域も教職員

も自己肯定感の高まる場 

○子どもも教職員も 

 確かな人権感覚と 

 社会性を育成する場 

○全教育活動が学びの場 

○保護者・地域と 

 連携・協働する場 

○小中連携し 

 ９年間を見通した学びの場 

○「ふるさと新林」の思いを 

 醸成する場 

〇働き方改革を推進し、ＰＴＡ活

動も含め働きやすい場 



≪学校の教育方針≫ 

 

（１）「確かな学力」の育成 ～日々授業改善に向けて～ 

 

 

 

 

 

 

〈授業改善に取り組み、自己肯定感を高め、学力向上と指導力向上を図る〉 

① 学習規律の確立 

② 学習環境の整備 

③ 基礎的・基本的な知識・技能の「習得」と「活用」（自己決定の場） 

④ 問題解決的な学習と「探究」活動 

⑤ 一人一人の子どもの実態を把握し、活躍の場を設定し、学力を最大限に伸ばす指

導の推進 

⑥ ＩＣＴの積極的な活用 

⑦ LD等支援が必要な児童の学力向上 

⑧ 外国語教育の充実 

⑨ 家庭での自学自習の習慣形成（宿題ノートの活用） 

⑩ 指導と評価の一体化 

◎始業時に教科書・ノート・筆記具・体育の服等がそろっているか確認 

 

（２）「豊かな心」の育成 ～人権教育と道徳教育の充実に向けて～ 

 

 

 

 

 

 

① 人権尊重を基盤とした支え合い高め合う学級集団・学年集団づくり 

② 規範意識の育成（モラルを高め、自己決定した行動を） 

③ 道徳教育の推進 

④ 特別活動で育てる力 

⑤ 豊かな感性を育む教育の推進 

◎児童の誕生日に「おめでとうと」声をかける。 

「確かな学力」の育成とは 

○基礎的・基本的な知識・技能はもとより、「習得」した知識・技能を「活用」して、 

課題解決するために必要な思考力・判断力・表現力等を高めること 

○「学ぼうとする力」「学び続ける力」等を身に付けること 

「豊かな心」の育成とは 

○「人権感覚」と「社会性」 

○自他を大切にする態度（命を大切にする心、他人を思いやる心、感動する心など）

の育成 



（３）「健やかな体」の育成 ～保健教育と安全教育の充実に向けて～ 

 

 

 

 

 

 

① 保健教育の充実 

② 安全教育の充実（知識だけでなく実践できる力） 

③ 「食」に関する指導の推進 

④ 運動による体力の向上 

⑤ 規則正しい生活の確立 

⑥ 教職員の安全に対するリスクマネジメントとクライシスマネジメント（実地訓練） 

⑦ ＩＣＴの活用に対する心身への影響の理解と対策 

◎毎朝の児童の健康観察（心の状態や服装、食事や睡眠についての把握） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「健やかな体」の育成とは 

○自らの健康や安全を管理し、生活を改善する力 

○心身の健康を維持し、たくましく生きるための体力 

○毎日の生活を明るく生き生きと生活できる力 



≪学校経営の重点≫ 

 ☆組織としての「チーム新林」の強化 

・「報告・連絡・相談」の徹底 ⇒ 「抱え込み禁止」「丸投げ禁止」 

・学校での出来事は、全教職員にかかわる出来事 

・「風通しの良い職員室経営」と「明るく楽しい職場づくり」 

・OJT（働きながら学ぶ）の実践による人材育成 

・「勉強会（どこでも誰とでも）」での授業力・学校経営力の向上 

・「時間を守ること」と「教育公務員としての適切な言葉遣い」の励行 

・校内研究・生徒指導を核とし、全教科・全教育活動での実践 

・英語教育の充実、【高７０H（専科）、中３５H（ＡＬＴ）、２年１５H、１年１０H】 

・「学校運営協議会」との連携、「放課後まなび教室」との協力 

 

☆研修の充実 

・知識・理解だけでなく「自己に問う」研修 

・単なる「心がけ」ではなく、具体的に活用できる研修 

・客観的データに基づいた研修（学校評価アンケート・学力調査・ジョイプロの分析） 

・他校の取組や実践、研究会から学び、伝達することで自校に応用 

 

☆学習環境整備の推進、安全・心の安定・効率化・教育効果 

・常に整頓された教室・廊下（ユニバーサルデザイン） 

・校内美化（日常的）と空き教室の円滑な活用 

・教職員での環境美化（ごみの分別） 

・計画的適正な予算編成（事務と連携し、必要なものを計画的に購入・無駄を省く） 

 

☆マイクロソフト３６５、Ｃ４ｔｈ等の活用と推進 

・GIGAスクール構想の推進（自己表現する力・自己決定する力の育成） 

・新林日報・シェアポイント・連絡掲示板等の活用 

 

☆発信力の強化 

・ホームページ更新（個人が特定できない画像使用）と学校評価の活用 

・思いや考えが伝わる「学校だより」「学級通信」（自己肯定感が高まるような） 

・子どもの良いところを地域、保護者に伝える。 

 

☆小中連携 

・SSR生活プラン（あいさつ・掃除・時間を守る） 

・中１プロブレム改善のための生徒指導、学力向上、人権教育の取組の交流 

・夏季小中合同研修会 


